
②　我が国の優れた自然環境、豊かな資源を次世代に引き

継ぐとともに、自然との触れ合いの場を確保するため自

然公園、森林、海域等の整備を推進する。また、港湾、

漁港、河川、海岸等の部門にあっても親水緑地、親水護

岸、海浜の整備等自然と触れ合うことのできるうるおい

のある環境を創出するための施策を推進する。

③　本格的な高齢化社会の到来に対応しつつ、健康や安心

して生鹿を過ごせる長寿・福祉社会を確立するため、r

高齢者保障福祉推進十か年戦略」を着実に推進しつつ、

社会福祉施設、保健医療施設の充実を図る。

④、学校教育条件等の改善・充実を図るため、改築・改造

を始めとする学校施設の整備及び教育、研究の高度化等

に対応した設備の整備を着実に推進する。また、社会教

育施設等についても生涯学習の推進等の観点から整備を

図る。

⑤　人や物の広域的な交流の拡大を準じて、多極分散型国

土の形成を実現するため、全国的な高遠交通体系の整備

一を推進するとともに、′国際化の進展に対応して地方への

展開も含め、国際的な交流拠点となる空港、港湾の整備

を推進する、。
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⑥　農林漁業については、国内の食料供胎力の確保、活力

ある地域社会の革成等の観点を踏まえ、．生産性の向上に

向けての基盤整備を進めるとともに、地域活性化に必要

な施設整備を推進する。

⑦　山地災害、洪水、海岸侵食等の自然災害を未然に防止

し、安全な国土を構築するため、国土利用形態の変化を

踏まえ、良質な環境を創造することにも配慮しつつ、治

山、治水、砂防、急傾斜地崩壊対策、．海岸保全等に係る

施設の着実な整備を推進する。

⑧　安心して暮らせる社会の実現に向けて、歩道甲設置ヰ′

交差点の整備を始めとする交通安全施設等の整備等、安

全な居住環境の形成のための施設整備を推進する。

4　民間活力の活用

（1）多様化、高度化する国民のニーズに対応し、社会資本サ

ービス水準の向上を図るためには、公共投資による社会資

本整備のみならず、民間活力を積極的に活用することが重

要であ′る。民営化以前には、国民経轟計算上の公的国定資

本形成の項目に分類されていたものの投資額は、19計1

～1990年度の10年間で、約24兆円（用地費、補償
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費を含む。）となるものと見込まれる。

（2）今後とも、より質の高い交通体系の整備、高度情報化社

会の形成に向けた情報通信基盤の整備、エネルギーの安定

供給の推進等、経済社会の変化に対応して各般の施策の展

開が予想されることにかんがみ、J R、NTT等既存の主

体が重要な役割を果たすとともに、新たな整備主体も期待

されるところであり、官民が適切な役割分担を行い、バラ

ンスのとれた社会資本整備を推進する。

5　社会資本整備のための課題

（1）社会資本整備を円靖かつ効率的に行うためには、計画的

・な土地利用の促進と増価の安定が不可欠である。このため、

総合的な土地対策を強力に実施するとともに、今後、公共

投資拡大に当たっては、地価高騰を招かないよう細心の配

慮を払うこととする。また、計画的・総合的な投資や建設

業の生産性向上に努める等、従来にも増して事業執行の郵

率化を進める。

（2）社会資本整備の財源については、租税、公債、財政投融

資資金、民間資金等を適切に組み合わせる。

（3）豊かで活力ある地域経済社会を形成するためには、地方
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公共団体が地域に密接に関連する社会資本整備に自主的に

粧卵、その役割を果たしていくことが一層期待される0

このため、地方公共団体が地域の実情に応じ、必要な施策

を総合的に請じられるよう留意する。

実施上の留意事項

（11各年度の計画の運用に当たっては、インフレーション二

景気過熱を招かないよう留意しつつ、各時点での経済・財

政情勢を踏まえ、機動的、弾力的に対処する。

（云1計画期間中に経済情勢や物価動向が大きく変化した場合

には、必要に応じ、計画を見直すこととする0
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表　・公共投資の機繚別分類

・ノ・1！即 T 1990年度 19911⊥2叩 0年度．

生活環境 ・文化機能 由％台前半 1 60％線度

その坤 40％ノ台後半 40‾％程庭

（如「生活環境・文イヒ凌軌に分類される公共投資に埠、例えr

ば上下水道、公園、廃棄物処理施設、公海賃貸住宅1、住宅・

宅地関連公共施設、域内の通路、地下鉄、，農山漁村の集落排

水施設、河川・港埼・漁疎等における緑地整備、厚生福祉施

設、文教施設等に曝る公共投資が含まれる。
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